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 本書は、WOLFランチャ(アプリケーション連携ツール)のマニュアルです。 

WOLFからCR、心電図などの他アプリケーションと連携したい場合にWOLFランチャを利用することで

複数のアプリケーションと連携をすることができます。 

 

他アプリケーションの呼び出し後の操作についてはそれぞれのマニュアルを参照してください。 

てください。 

 

 

1.動作環境 
 

・Microsoft Windows XP Professional, HOME Editionまたは2000 Professional 

 

・Microsoft.NET Frame Work2.0以上(インストールされていない場合はネットワーク経由でインストー

ルが可能です) 

 

・WOLF ver2.0.2以上(カルテ番号を引数として渡すプログラム連携機能を使用します) 

 ※スレーブモードの機能はWOLF ver2.0.4以上が必要です。 

  スレーブモードの詳細は 6.スレーブモードを参照ください。 

 

2.制限事項 
 

・WOLFと同一 PC上にインストールされたアプリケーションのみ連携が可能です。ネットワーク経由の

連携は対応していません。 

 

・アプリケーション連携で指定可能な命令は 実行形式ファイルの指定および、患者番号の引数指定と

なります。 
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3.インストール 
 

setup.exeを実行します。.NET FrameWorkがインストールされていない場合、マイクロソフト社のサイ

トにオンライン接続し NET FrameWorkの自動インストールが可能です。「同意する」ボタンクリックで

インストールが始まります。.NET FrameWorkのインストールにはインターネット環境が必須です。回線

速度により10分以上の時間がかかる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

.NET FrameWork2.0 以上がインストールされている場合または、.NET FrameWorkのインストール終了後

に下記画面が表示されます。 
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インストールフォルダおよび使用するユーザを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」で進んでください。 
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「閉じる」ボタンをクリックしてインストール完了です。 
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4.設定方法 
 
4-1.WOLFからの呼び出し設定 

WOLF ver2.0.2から実装されたカルテ番号(患者番号)指定によるアプリケーション連携を利用します。 

 補助機能-その他設定からツールファイル名の参照ボタンをクリックし、WOLFランチャインストール

フォルダのWOLF-Launcher.exeを指定します。 

さらに「カルテ番号を引数として渡す」にチェックをつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4-2.WOLFランチャ設定 

WOLFランチャインストールフォルダのWOLF-Launcher.exeを起動し、ランチャ画面を表示します。 

 Windowサイズは画面端をドラッグすることで拡大が可能です。 

 

ランチャの基本動作を設定する場合は、動作設定▼ボタンをクリックして動作設定画面を表示してく

ださい。動作設定画面の項目を参照してください。 

連携するアプリケーションを指定する場合は設定ボタンをクリックして連携プログラム設定画面を

表示します。WOLFランチャ設定画面の項目を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスドラッグでWindowサイズの拡

大が可能 



MDI-GaeBolg -MAN-002 

 8

■動作設定画面 

動作設定▼ボタンをクリックでランチャ画面下部に動作設定項目が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・常に手前に表示 

 ランチャ画面を常に手前に表示します。 

 

・最小化でタスクトレイアイコンを表示 

 最小化ボタンをクリックしたときにWindowsデスクトップ画面左下のタスクトレイにアイコン表示し

ます。 

 

 

 ランチャ画面を再表示させる場合はタスクタスクトレイアイコンをダブルクリックしてください。 

 

・WOLFからの呼出でウィンドウ化およびフォーカス 

 WOLFからランチャが呼び出された時にウィンドウを全面表示します。 

 

・スレーブモード 

アプリケーション側からWOLFを呼び出す機能を有効にします。 

 ※スレーブモードの機能はWOLF ver2.0.4より使用可能になります。 

  スレーブモードの詳細は 6.スレーブモードを参照ください。 

 

・透過率 

 透過率を指定してウインドウを半透明化します。 
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■WOLFランチャ設定画面 

ランチャ画面の設定ボタンをクリックでWOLFランチャ設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・連携プログラム 

連携プログラムを既存のリストから指定、または任意のアプリケーションを指定します。 

 

・リストから指定 

フクダエムイー社 心電図 ViewPlusPro、コニカミノルタ社 CR REGIUS Uniteaと連携が可能です。 

それぞれの設定については後述の設定方法を参照ください。 

 

・ファイルを指定して設定 

任意のアプリケーションファイルを指定する場合に選択します。 

プログラム名称を入力してください。 

 

・連携パラメータ 

 アプリケーション呼び出し時のパラメータを指定します。 

複数項目指定可能です。呼び出し時のセパレータは半角スペースです。患者名() 

 カルテ番号、患者名(カナ)、患者名(漢字)、性別(男性1,女性2)、生年月日(YYYYMMDD形式) 

 

・連携プログラムファイルパス 

 連携する対象のアプリケーションファイルをフルパスで直接指定します。指定できるのは実行形式の

プログラムのみです。 
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・患者基本情報ファイルを作成 

 アプリケーション呼び出しと同時に患者基本情報を CSV形式でテキストファイル(Shift-JIS)に

出力する場合はチェックボックスにチェックをつけます。 

 

・出力項目 

患者基本情報をCSVに出力したい項目をクリックして選択します。複数指定可能です。 
 カルテ番号、患者名(カナ)、患者名(漢字)、性別(男性1,女性2)、生年月日(YYYYMMDD形式) 

 

・出力フォルダ 

患者基本情報のCSVファイルを出力するフォルダをフルパスで指定します。 

 

・ファイル名 

患者基本情報ファイルを出力する際のファイル名を指定します。以下3種類から選択可能です。 

 患者番号：%患者番号%txt 

 日時：YYYYMMDDhhmmss.txt 

その他：固定ファイル名(拡張子含む)を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定入力後、「追加」ボタン押下で連携プログラム一覧に設定が追加されます。 

戻るボタン押下でランチャ画面に戻ります。 

 

■アプリケーション呼び出し例 

 以下の内容は設定例とその呼び出し例です。 
 

・連携パラメータ：カルテ番号, 患者名(カナ),患者名(漢字),性別,生年月日 

カルテ番号：9999990001 

患者名(カナ)：ｳｴｷ ﾁｴﾐ 

患者名(漢字)：植木 千恵美 

性別：2(女性) 

生年月日：19370228(19370228) 

・連携プログラム：C:\Program Files\ETC\ETC.exe 

 

・実行例(半角スペース区切り)： 

“C:\Program Files\ETC\ETC.exe” 9999990001 "ｳｴｷ ﾁｴﾐ" "植木 千恵美" 2 19370228 

 

 ・患者情報ファイルを作成指定時はカンマ区切りで以下のファイルが出力されます。 

  9999990001,ｳｴｷ ﾁｴﾐ,植木 千恵美,2,19370228 
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■フクダエムイー社 心電図 ViewPlusPro連携設定 
ViewPlusProの引数による患者IDの起動および、被験者ID情報のテキストファイルpatinfo.txt出力

に対応します。 

連携プログラムの リストから選択 をクリックし、「フクダエムイー ViewPlusPro」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アプリケーションのフルパス 

  ViewPlusProをインストールしたフォルダのViewPlus.exeを選択します。 

 

・被験者ID情報 出力 

患者情報を連携する場合はチェックをつけます。 

 

・被験者ID情報 出力共有フォルダ 

被験者ID情報 出力にチェックをつけた場合は出力するファイルフォルダを指定します。 

出力形式は以下の通りです。 

  １：カルテ番号 

  ２：患者氏名(半角カナ) 

  ３：性別  男 or 女 

  ４：年齢 

  ５：空項目 

  ６：空項目 

  ７：空項目 

  ８：空項目 

  ９：空項目 

  10：生年月日 半角数字8文字 YYYYMMDD 

 

各項目を設定し、追加ボタンで設定が追加されます。
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■コニカミノルタ社 CR REGIUS Unitia 

REGIUS Uniteaの電子カルテ画像連携仕様を利用し、WOLFからの呼び出しに対応します。 

指定可能なパラメータはOPENのみとなっています。CLOSEは使用できません。 

 

連携プログラムの リストから選択 をクリックし、「コニカミノルタ REGIUS Unitia」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Unitia サーバPCまたはIPアドレス 

UnitiaサーバPCのコンピュータ名またはIPアドレスを設定します。 

 

・UnitiaクライアントPCホスト名 

UnitiaクライアントPCのコンピュータ名を設定します。 

 

・シリアルNo5桁 

 シリアルNo5桁を設定します。 

 

各項目を設定し、追加ボタンで設定が追加されます。 
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5.呼び出し方法 
・ランチャ呼び出し設定 

4-1.WOLFからの呼び出し設定後、受付一覧画面から呼び出す患者を指定し、呼び出しボタンをクリッ

クする。もしくは患者情報画面からの呼び出しボタンからでも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランチャ画面が起動し、WOLFで指定された患者の情報が表示されます。 

連携プログラム一覧の自動項目にチェックがついているプログラムは WOLFからのランチャ呼び出しと

同時に自動で呼び出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動にチェックを付けていないプログラムは、ランチャ呼び出し後、連携プログラム一覧から選択し、

呼出ボタンをクリックしてください。 
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6.スレーブモード 
これまでの内容はWOLFから他アプリケーションを呼び出す機能(マスターモード)の説明でした。 

スレーブモードはマスターモードの逆で他システムからWOLFを呼び出すための仕組みになります。 

 

スレーブモードは必ずWOLFランチャ経由して実行されます。 

インストール場所のWOLF-Launcher.exeをフルパスで指定してください。 

 
 

■ランチャ側設定 

動作設定ボタンをクリックし、スレーブモードを有効にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WOLFランチャ 他システム 患者情報画面 表示 

スレーブモードによるWOLF呼び出し実行 

C:\WOLF-Launcher\WOLF-Launcher.exe 9999990001 kanja 

スレーブモードが実行され、WOLFの画面が自動で切り替わります。 
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■WOLF側設定 

WOLFの患者受付画面を表示させてください、それ以外の設定は特に必要ありません。 

この画面以外の状態にある場合は、スレーブモードは機能しません。 

他システムからWOLFランチャへスレーブモード呼び出しがあったタイミングでWOLFの画面が自動で

切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■呼び出し処理 

1.WOLFランチャのフルパス指定、2.カルテ番号、3.動作指示の順に半角スペース区切りで実行します。 

 

1.呼び出しプログラム： WOLF-Launcher.exeのインストールフォルダをフルパスで指定してくださ 

い。 C:\WOLF-Launcher\WOLF-Launcher.exe など 

 

2.カルテ番号：呼び出し対象患者のWOLFのカルテ番号を指定してください 

半角英数字、カルテ番号内半角スペース不可 

 

3.WOLFへの動作指示：WOLFに対しての指示内容を指定してください。指示内容は以下3種です。 

WOLF受付：uketsuke 

 患者情報画面表示：kanja 

 検査情報画面表示：kensa 

 

呼び出し例 

C:\WOLF-Launcher\WOLF-Launcher.exe 9999990001 kanja 
 

WOLFランチャがC:\WOLF-Launcherフォルダにインストールされていれば、患者番号9999990001の患

者情報画面を表示させます。 


